
磁石を使った工作 「パックンワニさん」 
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★ どんな実験かな？ 

 ワニがエサにとびついて食べるような動き

をする、磁石を使った工作です。 

これは、磁石の性質を利用しています。 

ＮとN、S とＳは、たがいに反発します。 

N と S はひきあいます。 

磁石っておもしろいですね。 

くおもちゃを作ります。どうですか？不思

議ですね。 

 
★ 実験の方法 

１、磁石板の両端に、たがいに反発しあう向きに角形

磁石(S極に角形両面テープ)をはりつけます。 

(口の中になります。) 

２、丸形磁石２こ（Ｎ極にシール）をせんたくバサミ

にはさみます。(エサになります) 

３、ワニの形を切り取ります。(せなか側とはら側) 

４、せなか側とはら側をセロハンテープではりあわ

せます。 

５、ワニの口の中に、両面テープで磁石板をはりま

す。 

 

６、パックンワニさんをすべりのよいつくえなどの

上におき、エサを正面から口のまん中に向けてそ

ーっと近づけます。 

７、はじめワニさんは「あとずさり」します。 

８、しっぽが何かにあたるとかして、それ以上さがれ

なくなります。それでもエサを口の中におしこん

でいくと、大きな口をあけてエサにかぶりついて

きます。どっきりビックリです。 

 

９、あら不思議、どうして動くのかな？ 

１０、 内側のコップを動かしてずらせた時、２つの

磁石がちがう極（ＮとＳ）だとしりぞけあい、同

じ極（ＳとＳ、ＮとＮ）だとひきあうからです。

これのくり返しで、コツコツします。 

 

★ 調べてみましょう 

① マグネットシートは、 

Ｓ極やＮ極がどんな並び方をしているのか

５５ 

★ 用意するもの 

① ワニの絵（せなか側とはら側） 

② 磁石板(牛乳パック 2×13㎝) 

③ 角形磁石 ２こ 

(S 極に角形両面テープ) 

④ 丸形磁石 ２こ (N極にシール) 

⑤ せんたくバサミ １こ 

⑥ セロハンテープ   

⑦ 角型両面テープ 

⑧ はさみ 

★ 注意すること 

① 磁石をあつかうので、せいみつきかいに近づけな

いようにしてくださいね。きかいが故障するかもしれ

ませんので。 

★パックンワニさんは、淺井武二さん

（埼玉県科学教育ボランティア）のオ

リジナルです。 

★ワニさんの絵は、科学とあそびの会

が2007年8月24日におこなった、

科学あそび「磁石であそぼう」の時に

使った絵です。 

角形両面テープ 


